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障
害
者
は
ひ
と
く
く
り
に

は
で
き
な
い
。
障
害
の
内
容

に
よ
り
、
困
難
も
異
な
る
。

体
を
動
か
す
た
め
の
神
経

系
が
徐
々
に
壊
れ
、
体
が
動

か
な
く
な
る
進
行
性
の
難
病

筋
萎
縮
性
側
索
硬
化
症

(
A

L
S
)
患
者
に
と
っ
て
、
避

難
や
停
電
下
の
生
活
は
命
が

け
だ
っ
た
。
移
動
が
難
し
い

う
え
、
呼
吸
器
や
た
ん
吸
引

器
の
電
源
確
保
が
死
活
問
題

だ
か
ら
だ
。

日
本
A
L
S
協
会

(東

票
)
の
金
沢
公
明
票
務
局
長

の
下
に
は
、
惨
状
の
報
告
が

次
々
と
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

仙
台
市
の
患
看
は
停
電
で

呼
吸
器
が
使
え
な
く
な
っ
た

後
の
二
日
間
、
自
動
車
の
シ

ガ
レ
ッ
ト
ラ
イ
タ
ー
か
ら
電

気
を
と
っ
た
り
、
家
族
に
手

動
ポ
ン
プ
で
気
道
に
空
気
を

送
つ
て
も
ら
つ
た
り
し
て
、、

何
と
か
命
を
つ
な
い
だ
。

ガ
ソ
リ
ン
式
の
楽
電
機
は

騒
皿日
が
伴
う
た
め
、
避
難
所

や
マ
ン
シ
ョ
ン
で
の
使
用
は

難
し
い
。
自
動
牽
用
バ
ッ
テ

リ
ー
を
工
夫
し
て
使
っ
て
い

る
愚
者
も
い
る
が
、
う
ま
く

作
動
す
る
保
証
は
な
い
。
金

沢
さ
ん
は

「メ
ー
カ
ー
や
公

的
機
関
は
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

「
さ
い
た
ま
ス
ー
パ
ー
ア
リ
ー

ナ
」
で
、
耳
の
不
目
由
な
避
難
者

の
た
め
に
用
二思
さ
れ
た
看
板
11
先

月
20
日
、
さ
い
た
ま
一叩
で

(さ
い

た
ま
市
社
会
福
祉
協
議
会
提
供
)

職講ど電源確保が急務蕊

。

、'
馬

プ

用
の
電
源
確
保
に
力
を
貸
し

の
意
思
疎
通
が
う
ま
く
い
か

て
ほ
し
い
」
と
訴
え
る
。

ず
に
孤
立
す
る
例
が
あ
る
。

聴
覚
障
害
が
あ
る
人
た
ち

携
帯
電
話
の
充
電
が
ど
こ
で

は
緊
急
情
報
か
ら
取
り
残
さ

で
き
る
か
な
ど
身
近
な
情
報

れ
る
恐
怖
を
味
わ
っ
た
。

が
得
ら
れ
な
い
ケ
ー
ス
も
。

全
日
本
ろ
う
あ
連
盟

(東

同
連
盟
で
は
、
避
難
所
に
聴

京
)
に
よ
る
と
、
宮
城
県
内

覚
障
害
者
向
け
の
案
内
表
示

の
聴
覚
障
害
者
が
車
で
避
難

を
設
け
る
よ
う
、
自
治
体
な

中
に
突
然
、
見
知
ら
ぬ
人
か

ど
へ
の
依
頼
を
始
め
た
。

ら
軍
外
に
引
っ
張
り
出
さ
れ

枝
野
幸
男
官
房
長
官
の
記

た
。
し
ば
ら
く
引
き
ず
ら
れ

者
会
見
に
は
震
災
後
、
手
話

る
よ
う
に
し
て
走
っ
た
後
に

通
訳
が
つ
い
た
。
だ
が
官
房

振
り
返
る
と
、
乗
っ
て
い
た

長
官
と
通
訳
者
の
距
離
が
あ

車
が
津
波
に
の
ま
れ
る
と
こ

り
、
編
集
さ
れ
た
ニ
ュ
ー
ス

う
だ
っ
た
と
い
う
。

で
は
通
訳
者
が
映
ら
な
い
。

避
難
所
で
も
ア
ナ
ウ
ン
ス

同
連
盟
で
は
、
官
房
長
官
の

が
聞
こ
え
ず
に
配
給
が
受
け

近
く
に
通
訳
者
を
立
た
せ
る

ら
れ
な
い
こ
と
や
、
周
囲
と

こ
と
や
、
原
子
力
安
全

・
保

、
,

安
院
、
東
一墨
電
力
の
会
見
で

も
通
訳
者
を
置
く
よ
う
要
望

す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

精
神
障
害
の
あ
る
人
の
家

!図

鷺

族
で
つ
く
る

「全
国
精
神
保

 飼、機
萄

γ
、

健
福
祉
会
連
合
会

(み
ん
な

"2

¢
～

ね
っ
と
)
」

(東
京
)
で
は

「大
勢
の
中
が
苦
手
な
人
が

多
い
。
短
期
的
に
は
避
難
所

に
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
守
れ
る

空
間
を
つ
く
っ
て
も
ら
う
こ

と
が
、
長
期
的
に
は
巡
回
訪

問
な
ど
で
在
宅
の
人
の
支
援

が
重
要
だ
」
と
話
す
。

ほ
か
に
も
、
震
策
直
後
か

目立たせて会見の手話通訳
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ン

な
ぐ

ら
透
析
可
能
な
医
療
機
関
の

確
保
が
大
問
題
に
。
自
閉
症

や
発
達
障
害
な
ど
の
あ
る
子

供
た
ち
が
避
難
所
に
入
り
に

く
く
、
家
族
と
車
の
中
で
寝

泊
ま
り
を
続
け
た
と
い
う
事

例
も
報
告
さ
れ
て
い
る
。

全
国

「精
神
病
」
者
集
団

今
東
京
)
の
山
本
真
理
さ
ん

は

「避
難
所
か
ら
仮
設
住
宅

に
入
居
す
る
間
、
二
次
避
難

災
障
害
者
救
援
本
部
」
の
広

報
担
当
、
今
村
登
さ
ん
は

「避
難
所
が
バ
リ
ア
フ
リ
ー

構
造
で
な
い
た
め
に
、
壊
れ

か
け
た
自
宅
に
一戻
っ
た
人
も

い
る
。
常
に
介
護
が
必
要
な

人
は
本
人
と
家
族
、
ヘ
ル
パ

ー
が

「
緒
に
動
か
な
け
れ
ば

鍵
な
ら
ず
、
迅
速
な
避
難
も
難

し
い
」
と
指
摘
す
る
。
さ
ら

'
に
こ
う
付
け
加
え
た
。

「原
発
事
故
で
は
、
ど
の

,
レ
ベ
ル
で
避
難
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
か
、
あ
ら
か
じ
め

基
準
を
示
し
て
ほ
し
い
。
避

職
鵜
鋤
難
先
で
も
ヘ
ル
パ
ー
を
確
保

、烈

で
き
る
よ
う
、
従
来
の
資
格

P
、
に
と
ら
わ
れ
ず
に
ヘ
ル
パ
ー

.
が
活
動
で
き
る
よ
う
柔
軟
な

胴羅

箋
雛
　
対
応
も
不
可
欠
だ
」

宮
城
県
内
に
向
か
う
リ
フ
ト

.車
。
被
災
地
で
は
車
い
す
で
移

動
で
き
る
車
両
が
不
足
し
て
い

る
11
東
京
都
江
戸
川
区
で

(S

T
E
P
え
ど
が
わ
提
供
)

所

(宿
泊
施
設
)
が
必
要
。

そ
の
準
備
を
他
の
団
体
と
要

望
し
て
い
る
」
と
語
る
。

複
数
の
障
害
者
団
体
が
立

ち
上
げ
た
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震
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